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No.234 第３回定例会
８月27日～９月30日

令和６年（2024年）令和６年10月30日発行

詳細は、
町田市ホームページ内「町田市の予算」
のページをご覧ください。 

≪「令和６年度（２０２４年度）
９月補正予算」ページ≫

９
月
補
正
予
算
を

９
月
補
正
予
算
を
可
決
可
決

令
和
５
年
度
決
算
を

令
和
５
年
度
決
算
を
認
定
認
定

２～４面★一般質問
　　５面★議案審議結果一覧表
６～７面★委員会の審査から　★令和５年度決算審査について
　　　　★可決した主な議案の内容
　　　　★第１７期町田市議会改革調査特別委員会を開催
　　　　★常任委員会の活動状況
　　８面★本会議の質疑から　★意見書（要旨）
　　　　★請願の処理経過及び結果報告
　　　　★令和５年度政務活動費の収支報告について
　　　　★第７回高校生との意見交換会の開催について
　　　　★９月定例会の日程

主
な
内
容

　本定例会は、８月２７日から９月３０
日まで３５日間にわたり開催され、議
案４４件、請願５件を審議しました。
　審議の結果、市長提出議案は３９件
を可決、承認、認定しました。
　議員提出議案は３件を可決、２件
を否決しました。
　また、市民から提出された請願は
１件を採択、３件を不採択、１件を
継続審査としました。

町田市議会（町田市公式）
＠machida_gikai
議会の情報などをどんどん発信し
ています。右上の２次元コードよ
り、フォローをお願いします！

X（旧 Twitter）で発信しています！

１２
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

月
日

内　
　
容

１１
２８
㊍
本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

２９
㊎
議
案
説
明
会

全
員
協
議
会

１２
３
㊋
本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

４
㊌

本
会
議（
一
般
質
問
）

５
㊍

６
㊎

９
㊊

１０
㊋
本
会
議（
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

１１
㊌
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

１２
㊍
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１３
㊎
常
任
委
員
会
予
備
日

２３
㊊
本
会
議（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
は
、

１１
月
２８
日（
木
）午
後
５
時

で
す
。

※
受
付
締
切
日
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
９
月
補
正
予
算
額
（
第
２
号

及
び
第
３
号
合
算
）
は
９２
億
２
４

９
０
万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

は
、
地
方
交
付
税
…
１０
億
２
９
５

７
万
１
千
円
、
分
担
金
及
び
負
担

金
…
８９
万
６
千
円
、
国
庫
支
出
金

（
第
２
号
及
び
第
３
号
合
算
）
…

５
億
８
６
８
７
万
１
千
円
、
都
支

出
金
…
７
２
５
８
万
８
千
円
、
繰

入
金
…
７
億
７
７
６
４
万
４
千
円
、

繰
越
金
…
５４
億
２
０
５
５
万
２
千

円
、
諸
収
入
…
３
４
１
万
５
千
円
、

市
債
（
第
２
号
及
び
第
３
号
合

算
）
…
△
１
億
１
０
０
０
万
円
で

す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。総

　
務
　
費

　

財
政
管
理
費
の
財
政
事
務
費

（
第
２
号
及
び
第
３
号
合
算
）
…

５５
億
７
２
０
２
万
８
千
円
。

民
　
生
　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
福

祉
事
務
費
…
２
億
６
８
４
０
万
４

千
円
、
医
療
事
業
総
務
費
の
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
繰
出
金
…
４

５
５
５
万
円
、
児
童
福
祉
総
務
費

の
児
童
福
祉
事
務
費
…
３
２
１
４

万
円
、
保
育
・
幼
稚
園
費
の
保
育

・
幼
稚
園
事
務
費
…
６
億
９
３
８

万
５
千
円
、
保
育
・
幼
稚
園
費
の

認
証
保
育
所
事
業
費
…
３
３
２
７

万
７
千
円
、
児
童
青
少
年
費
の
学

童
保
育
費
…
３
２
６
４
万
３
千
円
、

生
活
援
護
費
の
生
活
援
護
費
…
１

億
３
７
３
６
万
９
千
円
、
生
活
援

護
費
の
生
活
保
護
費
…
２
億
７
２

９
９
万
４
千
円
。

衛
　
生
　
費

　

保
健
予
防
費
の
予
防
接
種
費
…

３
３
４
８
万
９
千
円
、
保
健
予
防

費
の
保
健
所
運
営
事
務
費
…
３
億

６
０
８
５
万
７
千
円
、
廃
棄
物
処

理
費
の
廃
棄
物
処
理
施
設
運
営
費

…
４
４
５
４
万
５
千
円
。

土
　
木
　
費

　

道
路
維
持
費
の
道
路
維
持
費
…

令
和
６
年
度
９
月
補
正
予
算
の
あ
ら
ま
し

令和６年度（２０２4年度）９月補正 会計別予算構成表

△
３
１
９
４
万
４
千
円
。

教
　
育
　
費

　

保
健
給
食
費
の
中
学
校
給
食
運

営
費
…
２
億
２
１
５
１
万
９
千
円
。

（単位：千円）

区　　分 補正前の額 補正額 計構成比
（％）

構成比
（％）

一 般 会 計 １８０，２２６，９８１ ５７．５ ７，７８１，５３７ 
（２号・３号合算） １８８，００８，５１８ ５８．２ 

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 
事 業 会 計 ４０，８３０，０８４ １３．０ ４９９，３７２ ４１，３２９，４５６ １２．８ 
介 護 保 険 
事 業 会 計 ３９，７５７，１５５ １２．７ ８４９，５９５ ４０，６０６，７５０ １２．６ 
後期高齢者医療 
事 業 会 計 １４，１３６，８４８ ４．５ １２９，６４２ １４，２６６，４９０ ４．４ 
鶴川駅南土地区画 
整 理 事 業 会 計 ６８５，４４７ ０．２ １，７１７ ６８７，１６４ ０．２ 
下水道事業会計 ２０，４９４，５５０ ６．５ △ ８８，７５６ ２０，４０５，７９４ ６．３ 

収 益 的 １２，０９９，００８ ３．８ ０ １２，０９９，００８ ３．７ 
資 本 的 ８，３９５，５４２ ２．７ △ ８８，７５６ ８，３０６，７８６ ２．６ 

病 院 事 業 会 計 １７，６４８，６６７ ５．６ ５１，８００ １７，７００，４６７ ５．５ 
収 益 的 １５，８１２，２３３ ５．０ ５１，８００ １５，８６４，０３３ ４．９ 
資 本 的 １，８３６，４３４ ０．６ ０ １，８３６，４３４ ０．６ 

小　計 １３３，５５２，７５１ ４２．５ １，４４３，３７０ １３４，９９６，１２１ ４１．８ 
合　　計 ３１３，７７９，７３２ １００．０ ９，２２４，９０７ ３２３，００４，６３９ １００．０ 

２０２３年９月１６日にオープンした忠生スポーツ公園（池の辺地区）のパノラマ写真。２０２３年９月１６日にオープンした忠生スポーツ公園（池の辺地区）のパノラマ写真。
利用時間は午前６時から午後９時まで。利用時間は午前６時から午後９時まで。



（2）No.234町田市議会だより令和６年（２０２4年）10月３０日

ま
ち
だ
の
未
来
は

／
災
害
／
胃
が
ん

非
核
平
和
宣
言

都
市
の
取
組
は

補
聴
器
購
入
補
助

／
非
常
時
電
力
源

超
高
齢
社
会
へ
の

対
応
に
つ
い
て

間
違
い
議
案
配
布

と
理
事
者
の
責
任

第
三
セ
ク
タ
ー
の

あ
り
方
の
検
討
を

高
齢
者
・
障
が
い

者
支
援
に
つ
い
て

学
童
の
お
昼
の
提

供
が
実
証
実
験
へ

町
田
を
持
続
可
能

な
街
で
あ
る
為
に

い
の
ち
と
健
康
を

守
る
市
政
を
問
う

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
物
価
の
急
騰
等
、
社
会
変

化
の
大
き
さ
は
予
想
を
上
回
る
。

２
０
２
５
年
度
に
向
け
た
市
政
運

営
の
考
え
方
や
予
算
編
成
方
針
が

示
さ
れ
た
。
市
長
の
意
気
込
み
は
。

　
市
長
　
厳
し
い
財
政
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
今
こ
の
と
き
が
変
わ

る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
直
し
、
職

員
と
と
も
に
大
胆
な
改
革
、
あ
る

い
は
新
た
な
価
値
の
創
出
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
問
　
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
道

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
来
年
は
原
爆
投
下
か
ら
80

年
。
原
爆
パ
ネ
ル
展
や
中
学
生
広

島
派
遣
事
業
の
実
施
は
い
か
が
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
22
年
７
月
に

原
爆
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
が
加
盟
し
て
い
る
日
本
非
核
宣

言
自
治
体
協
議
会
で
、
小
学
生
と

保
護
者
を
長
崎
市
へ
招
待
す
る
事

業
を
実
施
し
、
市
は
参
加
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
地
域
交
通
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、
市
民
が
ど

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
介
護
予
防
の
取
組
内
容
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る

町
ト
レ
や
運
動
、
趣
味
活
動
な
ど

を
行
う
自
主
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上

げ
支
援
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
う
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
介
護
人
材
確
保
へ
の
取
組

内
容
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
就
労
相

　
吉
田
つ
と
む
（
無
所
属
）

　
問
　
市
議
会
議
員
に
配
布
し
た

定
例
会
の
予
算
書
、
決
算
書
、
条

例
の
議
案
文
書
の
内
容
が
丸
ご
と

違
っ
た
ま
ま
、
審
議
に
入
っ
た
怠

慢
な
例
は
過
去
に
あ
る
か
。

　
総
務
部
長
　
電
子
で
お
送
り
し

た
文
書
が
差
し
替
わ
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
し
ま
っ
た
次
第
で
す
。
過

去
に
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す

け
れ
ど
も
、
丸
ご
と
差
し
替
わ
っ

て
議
案
が
出
た
と
い
う
の
は
過
去

　
白
川
哲
也（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
　
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
さ
る

び
あ
タ
ウ
ン
を
提
供
す
る
町
田
市

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

利
用
事
業
所
数
の
状
況
は
。

　
経
済
観
光
部
長
　
目
標
値
が
９

３
０
事
業
所
に
対
し
、
実
績
は
７

０
８
事
業
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
５
カ
年
で
の
推
移
は
。

　
経
済
観
光
部
長
　
19
年
度
８
４

５
、
20
年
度
７
９
９
、
21
年
度
７

６
９
、
22
年
度
７
３
９
、
23
年
度

７
０
８
事
業
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問
　
手
話
を
必
要
と
す
る
方
に

向
け
て
、
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
導
入
に
向
け

た
検
討
を
現
在
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
問
　
死
後
事
務
・
日
常
生
活
支

援
・
身
元
保
証
な
ど
を
請
け
負
う

「
高
齢
者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
入
院
や

入
所
手
続
支
援
、
日
常
生
活
支
援
、

　
い
わ
せ
和
子（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
　
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
長
期

休
暇
時
の
お
昼
の
提
供
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
昼
食
提
供

の
実
証
実
験
に
つ
い
て
、
25
年
の

夏
休
み
の
期
間
中
に
２
週
間
程
度

行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

活
用
を
想
定
し
て
い
る
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
積
極
的
な
提
案
を
い
た

だ
い
て
い
る
鶴
川
エ
リ
ア
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
ど
の
小
学
校
で
行

う
か
に
つ
い
て
は
、
給
食
セ
ン
タ

ー
か
ら
運
ぶ
こ
と
が
距
離
的
に
可

　
中
川
幸
太
郎
（
諸
派
）

　
問
　
町
田
駅
周
辺
公
共
施
設
再

編
構
想
に
つ
い
て
、
市
民
ニ
ー
ズ

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
反
映
し

て
い
る
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
各
施
設
利
用

者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
進
め
て

い
ま
す
。
（
仮
称
）
子
ど
も
・
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
等
複
合
施
設
の
検

討
に
は
、
乳
幼
児
の
健
診
、
相
談

の
際
に
保
護
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
今
村
る
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
夏
休
み
明
け
は
子
ど
も
の

自
殺
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
。

市
教
委
の
命
を
守
る
決
意
を
問
う
。

　
指
導
室
長
　
学
校
組
織
全
体
で

児
童
生
徒
の
自
殺
予
防
の
取
組
を

確
実
に
行
う
と
と
も
に
、
学
校
と

家
庭
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を

強
化
し
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援
体

制
の
充
実
を
図
る
よ
う
、
都
教
育

委
員
会
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
通
知

と
と
も
に
周
知
を
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
無
料

路
の
通
行
に
関
し
て
、
協
力
事
業

者
と
の
連
携
を
深
め
る
べ
き
だ
。

　
道
路
部
長
　
事
業
者
が
作
成
し

た
施
工
計
画
書
に
て
全
容
を
把
握

し
、
事
業
者
が
円
滑
に
作
業
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
市
の
胃
が
ん
検
診
に
て
、

胃
カ
メ
ラ
を
選
択
で
き
な
い
か
。

　
保
健
所
長
　
町
田
市
医
師
会
と

現
状
や
課
題
を
共
有
し
、
検
診
方

法
な
ど
の
見
直
し
を
含
め
、
よ
り

有
効
な
胃
が
ん
検
診
の
実
施
に
向

け
て
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

の
よ
う
な
移
動
手
段
を
求
め
て
い

る
か
調
査
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　（
仮
称
）

町
田
市
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
今
年

度
中
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
問
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
休
館

時
の
障
が
い
者
青
年
学
級
の
開
催

場
所
と
後
期
事
業
計
画
を
問
う
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
公
民
館
学
級

は
町
田
第
一
中
学
校
、
土
曜
学
級

は
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

成
果
発
表
会
も
開
催
予
定
で
す
。

談
会
や
合
同
面
接
会
な
ど
の
き
め

細
か
な
就
労
サ
ポ
ー
ト
や
資
格
取

得
支
援
の
実
施
、
介
護
の
仕
事
の

魅
力
発
信
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
認
知
症
家
族
介
護
者
の
ニ

ー
ズ
や
思
い
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
認
知
症

の
人
の
家
族
介
護
者
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た
だ
い

た
方
の
一
部
に
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
機
会
を
設
け
、
今
後
の
施

策
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

に
は
多
分
な
い
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
原
本
は
誤
り
の
も
の
を
送
付

し
て
い
な
い
の
で
、
そ
こ
は
確
認

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
な
ぜ
、
い
ま
だ
に
土
木
建

設
の
現
業
団
体
は
町
田
市
防
災
会

議
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
排
除
さ
れ
続

け
る
の
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
防
災
会
議
の

構
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方

に
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
よ
い

の
か
と
い
う
の
は
、
ま
た
今
後
、

継
続
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
利
用
者
数
が
年
々
減
少
し

て
お
り
、
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
廃
止
す

る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
だ
が
、
他

市
で
廃
止
さ
れ
た
例
は
あ
る
の
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
解
散
と
な
っ

た
墨
田
区
や
入
間
市
の
ほ
か
、
業

務
終
了
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
西

東
京
市
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
町
田

市
と
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー
と
事
業

者
や
働
く
方
が
心
地
よ
く
働
き
、

様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
進
す
る

土
台
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

死
後
事
務
等
の
支
援
を
、
家
族
や

親
族
に
代
わ
り
民
間
事
業
者
が
行

う
サ
ー
ビ
ス
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
現
在
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ

ー
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
医
ケ
ア

児
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
を
。

　
榎
本
副
市
長
　
看
護
師
を
追
加

で
配
置
し
た
り
、
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
で
き
る
限
り
制

限
な
く
週
５
日
通
園
グ
ル
ー
プ
に

通
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
て
お
り
、
早
い
時
期
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

能
で
あ
る
こ
と
や
、
搬
入
経
路
が

確
保
で
き
る
こ
と
な
ど
の
条
件
を

満
た
す
小
学
校
に
つ
い
て
、
対
象

と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
鶴
川
２
号
踏
切
と
鶴
川
駅

西
口
交
通
広
場
混
雑
の
対
策
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
鶴
川
２

号
踏
切
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

小
田
急
電
鉄
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。
広
場
部
分
に
つ
い
て
は
、
交

通
量
調
査
な
ど
を
通
じ
て
、
混
雑

状
況
の
実
態
を
把
握
し
、
警
視
庁

と
対
策
を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

や
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
に

も
意
見
を
聞
く
な
ど
、
子
ど
も
と

子
育
て
世
帯
の
意
見
を
把
握
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
地
域
活
動
を
持
続
可
能
性

の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
考
え

て
い
る
こ
と
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
効
果
的
な

施
策
を
検
討
す
る
た
め
、
24
年
度

か
ら
２
か
年
で
法
政
大
学
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
研
究
を
共
同

で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
来
年
３

月
で
終
了
。
今
月
に
１
回
目
接
種

を
し
な
け
れ
ば
全
３
回
の
接
種
が

困
難
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
対
象

の
16
～
27
歳
の
女
性
に
再
度
の
周

知
徹
底
を
求
め
る
。

　
保
健
所
長
　
町
田
市
医
師
会
と

連
携
す
る
と
と
も
に
、
24
年
５
月

に
は
接
種
未
完
了
者
に
対
し
て
個

別
に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が
無
料

で
接
種
で
き
る
こ
と
、
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
が
今
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

一般質問

　各議員のタイトル下から一般質
問の録画映像にアクセスできます。
※�動画の再生には別途通信料がかか
る場合があります。

８月３０日、９月２日から５日の５日間
にわたり、３２名の議員が市政を取り巻く
諸問題について、意見・提案を交えながら、
市長などの考えをただしました。質問、答
弁の要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

町トレ（町田を元気にするトレーニング）
の様子

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　

こ
れ
ま
で
介
護
予
防
や
聴

こ
え
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向

上
の
た
め
、
東
京
都
の
補
助
制
度

を
活
用
し
た
補
聴
器
購
入
補
助
を

求
め
て
き
た
が
、
検
討
状
況
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
購
入
費
の
一
部

助
成
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
非
常
時
に
備
え
、
在
宅
で

の
人
工
呼
吸
器
等
使
用
者
へ
の
電

力
源
確
保
の
支
援
が
必
要
だ
が
。

　
保
健
所
長
　
難
病
患
者
に
つ
い

て
医
療
機
関
が
蓄
電
池
や
発
電
機

を
貸
与
し
、
購
入
費
を
全
額
補
助

す
る
都
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
電
源
確
保
の

状
況
に
つ
い
て
把
握
を
し
、
必
要

な
支
援
が
で
き
ま
す
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
地
域
の
活
動
拠
点
と
し
て

ど
の
よ
う
な
学
校
を
目
指
す
の
か
。

　
市
長
　
地
域
の
方
々
が
ふ
だ
ん

使
い
で
き
る
施
設
と
し
て
地
域
活

用
型
学
校
と
位
置
づ
け
、
地
域
の

活
動
拠
点
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
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持
続
可
能
な
町
田

市
を
／
地
域
計
画

保
育
子
ど
も
視
点

・
環
境
配
慮
行
動

学
校
給
食
の
無
償

化
／
人
権
教
育
！

笑
顔
あ
ふ
れ
る

町
田
を
目
指
し
て

移
動
販
売
／
脱
炭

素
／
窓
口
Ｄ
Ｘ

不
登
校
施
策
・

ご
み
減
量
・
学
童

災
害
時
ト
イ
レ
対

策
／
小
山
田
地
区

学
校
の
諸
課
題
に

抜
本
的
予
防
策
を

不
登
校
の
学
習
・

居
場
所
の
保
障
を

町
田
市
デ
ジ
タ
ル

化
総
合
戦
略
！

教
員
働
き
方
・
脱

炭
素
化
・
高
齢
者

買
物
支
援
／
医
ケ

ア
／
上
小
山
田

　
加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
市
内
事
業
者
の
人
材
確
保

と
定
住
に
対
し
ど
の
よ
う
な
支
援

を
考
え
て
い
る
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
市
内
事
業
者

へ
の
支
援
拡
充
を
位
置
付
け
た
奨

学
金
返
還
支
援
は
、
従
業
員
に
直

接
支
援
す
る
も
の
や
代
理
返
還
し

た
企
業
を
支
援
す
る
も
の
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
現
在
制
度
研
究
や
意

見
交
換
を
行
い
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性
は
。

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
近
い
将
来
に
は
待
機
児
童

が
解
消
す
る
と
い
う
前
提
で
、
民

間
保
育
施
設
の
あ
り
方
を
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
現
在
、
保

育
施
設
の
機
能
向
上
及
び
老
朽
化

対
応
支
援
計
画
の
策
定
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
に
お
け
る
子
ど
も

視
点
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
状
況

を
問
う
。

　
市
長
　
子
ど
も
視
点
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
結
果
、
子
ど

　
松
岡
み
ゆ
き
（
無
所
属
）

　
問
　
多
摩
26
市
中
、
15
市
が
学

校
給
食
を
無
償
化
し
て
い
る
が
市

も
子
育
て
支
援
で
無
償
化
す
べ
き
。

　
学
校
教
育
部
長
　
今
後
も
国
や

都
に
制
度
設
計
や
財
源
措
置
に
つ

い
て
要
望
し
、
引
き
続
き
他
自
治

体
の
動
向
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
北
朝
鮮
は
拉
致
被
害
者
の

日
常
を
奪
っ
た
。
こ
れ
は
人
権
侵

害
で
あ
る
。
学
校
教
育
で
人
権
教

育
と
し
て
拉
致
問
題
へ
の
取
組
は
。

　
指
導
室
長
　
鶴
川
中
の
取
組
は
、

　
熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）

　
問
　
中
学
校
給
食
が
セ
ン
タ
ー

方
式
で
開
始
す
る
の
に
伴
い
、
金

井
学
童
、
本
町
田
ひ
な
た
学
童
で

の
給
食
提
供
は
ど
う
な
の
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
新
た
な
学

校
で
の
給
食
提
供
に
つ
い
て
、
長

期
休
暇
中
に
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
送
、

提
供
す
る
等
を
配
慮
し
た
施
設
整

備
の
要
求
水
準
書
と
し
て
い
ま
す
。

金
井
学
童
は
、
昼
食
提
供
の
実
証

実
験
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
大
雨
時
等
の
避
難
所
を
早

　
村
松
と
し
た
か
（
公
明
党
）

　
問
　
市
は
本
年
８
月
に
民
間
事

業
者
と
移
動
販
売
の
協
定
を
締
結

し
た
。
ど
う
展
開
す
る
の
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
高
齢
者
が
日
常

の
買
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
地

域
に
て
移
動
販
売
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
活
の
質
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

場
所
の
選
定
や
町
内
会
・
自
治
会

等
と
の
調
整
を
進
め
、
本
年
12
月

の
開
始
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
本
年
３
月
、
公
共
施
設
に

　
渡
辺
さ
と
し（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
国
の
法
令
改
正
で
、
都
立

高
校
進
学
の
弊
害
と
な
っ
て
い
た

不
登
校
生
徒
の
成
績
評
価
は
学
校

現
場
に
お
い
て
ど
う
変
わ
る
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
市
と
し
て
は
、

教
員
の
研
修
や
連
絡
会
に
て
趣
旨

な
ど
の
説
明
を
行
い
、
国
や
都
の

考
え
方
や
他
自
治
体
の
状
況
も
踏

ま
え
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
粗
大
ご
み
減
量
に
向
け
た

事
業
者
連
携
の
取
組
の
現
状
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
23
年
に
株
式

　
小
野
寺
ま
な
ぶ
（
公
明
党
）

　
問
　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
導
入

に
関
す
る
検
討
状
況
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
市
と
し
て
は
、

他
自
治
体
の
状
況
等
を
注
視
し
つ

つ
、
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
が

安
心
で
き
る
災
害
時
の
ト
イ
レ
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問
　
忠
生
５
７
９
号
線
Ⅰ
期
に

つ
い
て
、
第
１
工
区
と
第
２
工
区

を
併
せ
て
の
道
路
線
形
は
。

　
道
路
部
長
　
24
年
度
の
末
頃
ま

で
に
は
、
田
中
谷
戸
街
づ
く
り
協

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問
　
学
校
風
土
の
向
上
に
は
、

不
登
校
、
い
じ
め
、
子
ど
も
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
悪
化
に
対
す
る

予
防
効
果
、
児
童
生
徒
の
学
力
の

向
上
、
教
師
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
安
定
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。
学

校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、

学
校
風
土
把
握
の
視
点
で
作
成
し

学
校
風
土
把
握
に
努
め
て
は
。

　
指
導
室
長
　
学
校
評
価
の
項
目

に
つ
い
て
は
、
学
校
評
価
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
の

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
確
実
に
出
席

に
な
り
、
成
績
も
つ
け
ら
れ
、
不

登
校
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
行

く
前
に
校
内
の
と
こ
ろ
で
手
当
で

き
て
い
る
効
果
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
問
　
不
登
校
を
未
然
に
防
ぐ
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
継
続
、

拡
充
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
モ
デ
ル
事
業

　
三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
町
田
市
デ
ジ
タ
ル
化
総
合

戦
略
２
０
２
３
の
改
定
の
ポ
イ
ン

ト
は
何
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
ト
レ
ン
ド
技
術

の
積
極
的
な
導
入
、
便
利
で
手
間

の
か
か
ら
な
い
市
役
所
の
実
現
、

行
政
デ
ー
タ
の
見
え
る
化
と
利
活

用
の
推
進
で
す
。
今
後
も
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
改
革
イ
コ
ー
ル
Ｄ
Ｘ
と

捉
え
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
社

会
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法

　
秋
田
し
づ
か
（
諸
派
）

　
問
　
学
級
担
任
が
休
ん
で
も
授

業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
チ
ー
ム

担
任
制
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
指
導
室
長
　
市
内
の
小
学
校
や

他
の
自
治
体
で
も
行
っ
て
い
る
学

校
が
あ
り
、
そ
の
実
施
状
況
を
踏

ま
え
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
脱
炭
素
化
の
活
動
を
す
る

市
民
団
体
が
市
役
所
の
縦
割
り
で

苦
労
し
て
い
る
。
縦
割
り
を
ど
の

よ
う
に
打
破
す
る
の
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
市
民
、
事
業

　
藤
田
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
民
間
事
業
者
と
の
連
携
に

よ
る
移
動
販
売
は
、
買
物
に
困
っ

て
い
る
方
々
が
、
本
当
に
待
ち
望

ん
だ
取
組
。
今
後
の
展
開
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
移
動
販
売
の
実

施
が
住
民
主
体
の
様
々
な
活
動
が

展
開
さ
れ
る
契
機
と
な
る
こ
と
、

高
齢
者
支
援
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な

い
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
に
も
期
待
を
し
て
、
12
月
の
開

始
を
目
指
し
、
事
業
者
や
町
内
会

・
自
治
会
等
の
皆
様
と
と
も
に
協

　
広
報
担
当
部
長
　
人
々
の
共
感

を
得
て
、
町
田
の
フ
ァ
ン
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
戦
略

的
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
町
田
市
農
地
利
用
地
域
計

画
を
農
地
保
全
や
農
業
振
興
に
ど

の
よ
う
に
役
立
て
て
い
く
の
か
。

　
北
部
・
農
政
担
当
部
長
　
農
地

所
有
者
と
農
業
者
、
新
規
就
農
者

を
結
び
つ
け
、
市
内
農
地
を
保
全

で
き
る
よ
う
役
立
て
、
よ
り
多
く

の
市
内
産
農
産
物
が
流
通
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
セ
ン
タ
ー
や
子
ど
も
ク
ラ
ブ
、

放
課
後
子
ど
も
教
室「
ま
ち
と
も
」、

冒
険
遊
び
場
な
ど
の
利
用
者
は
、

23
年
度
は
単
年
度
で
は
初
め
て
１

０
０
万
人
を
超
え
る
と
い
う
喜
ば

し
い
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
問
　
町
田
市
第
５
次
環
境
配
慮

行
動
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗

を
問
う
。

　
環
境
資
源
部
長
　
電
力
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
な
ど
で
削
減
し
、
引
き
続
き

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電

力
の
調
達
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

産
経
新
聞
社
の
記
者
を
講
師
と
し

て
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
に
関
す
る
講

演
を
行
っ
た
り
、
め
ぐ
み
さ
ん
へ

手
紙
を
書
い
た
り
、
弟
で
あ
る
拓

也
氏
を
講
師
と
し
て
話
を
伺
っ
て

お
り
、映
画
「
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
」

の
視
聴
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
応

募
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
問
　
小
学
校
の
校
門
開
放
に
あ

た
り
子
供
の
見
守
り
は
教
員
の
負

担
軽
減
の
た
め
外
部
委
託
す
べ
き
。

　
学
校
教
育
部
長
　
今
後
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

期
に
開
設
で
き
な
い
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
今
後
、
適
正

な
時
間
に
開
設
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
問
　
令
和
10
年
本
町
田
ひ
な
た

小
学
校
が
新
設
さ
れ
た
際
に
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
導
入
の
可
能
性
は
あ

る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
第
２
期
以
降

の
検
討
で
、
活
用
可
能
性
に
つ
い

て
、
比
較
検
討
予
定
で
す
。
結
果

を
踏
ま
え
、
今
後
、
市
内
全
域
で

の
在
り
方
も
検
証
し
て
い
き
た
い
。

更
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
求
め
た
が
、
取
組
状
況
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
９
月
か
ら
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の

電
力
を
導
入
し
て
、
市
有
施
設
全

体
の
電
力
量
の
う
ち
約
６
割
が
Ｃ

Ｏ
２
ゼ
ロ
の
電
力
に
な
り
ま
し
た
。

　
問
　
窓
口
DX
の
新
た
な
取
組
は
。

　
デ
ジ
タ
ル
戦
略
室
長
　
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
申

請
書
を
書
か
ず
に
手
続
で
き
な
い

か
今
後
検
証
し
て
い
く
予
定
で
す
。

会
社
ジ
モ
テ
ィ
ー
と
、
24
年
に
株

式
会
社
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
と
協
定
を
締
結
し
、
ご
み

の
減
量
と
リ
ユ
ー
ス
意
識
の
醸
成

に
向
け
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
業

務
低
減
と
児
童
の
安
全
安
心
な
入

退
室
管
理
の
た
め
、
業
務
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
検
討
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
入
退
室
管

理
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
に
道
路
線
形
の
案
を
提
示
し
、

協
議
を
始
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
問
　
認
知
症
の
人
の
家
族
に
対

す
る
支
援
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
家
族
介

護
者
交
流
会
で
は
、
認
知
症
の
人

を
含
む
高
齢
者
の
家
族
介
護
者
が

集
ま
り
、
情
報
交
換
や
悩
み
の
共

有
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
介
護

者
教
室
で
は
、
家
族
介
護
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
て
介
護
の
方
法
や
知

識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

視
点
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
が
、
学
校
風
土
の
視
点
に
つ
い

て
も
重
要
な
視
点
だ
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
そ
こ
も
含
め
て
学
校

評
価
実
施
委
員
会
の
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
記
名
に
。

　
指
導
室
長
　
児
童
生
徒
や
保
護

者
、
ま
た
そ
の
ほ
か
の
方
々
に
つ

い
て
、
そ
の
匿
名
性
の
担
保
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
学
校
評
価
実
施

委
員
会
に
お
い
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
今
年
度
で
終
了

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
先
、
で
き
る
だ
け
い
ろ
ん
な
学

校
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
方
策

が
な
い
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
大
規
模
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

の
課
題
解
決
を
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
育
成
ス
ペ

ー
ス
確
保
や
職
員
配
置
を
適
切
に

行
っ
て
お
り
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
も
、
高
い
満
足
度
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
課

題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

が
施
行
さ
れ
た
が
、
市
の
対
応
を

問
う
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
ま
ち
だ
福
祉

〇
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
、
状
況
に
応
じ
た
相
談
支
援

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
支
援
を
必
要
と
す
る
方

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
退
職
さ
れ
た
町
田
市
職
員

の
再
採
用
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
総
務
部
長
　
退
職
し
た
職
員
が

再
び
活
躍
で
き
る
採
用
制
度
を
24

年
度
下
半
期
か
ら
導
入
予
定
で
す
。

者
の
皆
様
が
様
々
な
課
題
、
テ
ー

マ
に
対
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
場
面
が
あ
る
と
き
に
は
、
こ
ち

ら
か
ら
環
境
だ
け
で
は
な
く
様
々

な
テ
ー
マ
で
地
域
の
課
題
、
取
組

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
長
寿
ふ
れ
あ

い
食
堂
推
進
事
業
を
活
用
し
て
は

ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
活
用
に

つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
、
効
果

等
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

働
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問
　
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
重
度
障
が
い
児
・
者
の
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
様
々
な
方
に

提
言
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
必
要
な
取
組
を
見
定
め
実
施

に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
問
　
Ｊ
Ｒ
東
海
と
協
力
し
、
上

小
山
田
リ
ニ
ア
非
常
口
周
辺
の
生

活
環
境
整
備
と
未
利
用
地
活
用
を
。

　
政
策
経
営
部
長
　
Ｊ
Ｒ
東
海
や

国
と
連
携
、
協
力
し
て
い
き
た
い
。
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和６年（２０２4年）10月３０日

　
笹
倉
み
ど
り（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
デ
ザ
イ

ン
案
の
市
民
説
明
会
の
時
期
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
地
元
説

明
会
は
、
本
会
議
に
お
け
る
行
政

報
告
等
を
行
っ
た
後
、
１０
月
以
降

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
問　

上
の
原
広
場
の
自
然
環
境

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
野
津
田

公
園
内
に
あ
る
緑
は
、
上
の
原
広

場
に
限
ら
ず
、
多
世
代
の
交
流
の

場
や
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
が

楽
し
め
る
場
な
ど
様
々
な
役
割
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
市
民
の

多
様
な
活
動
を
支
え
て
き
た
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
問　

女
性
が
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
社
会
実
現
の
た

め
、
当
事
者
中
心
、
民
間
と
の
協

働
が
重
要
と
な
る
新
法
の
周
知
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
女
性
支
援

新
法
に
関
わ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
関
係
部
署
と
調
整
し
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
周
知
が
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

野
津
田
公
園
自
然 

／
女
性
支
援
新
法

め
る
べ
き
だ
が
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
市

民
の
方
々
か
ら
意
見
を
伺
い
、
反

映
さ
せ
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
丁
寧
に
説
明
、
意
見
を
伺
い

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
対

策
で
届
い
て
い
る
意
見
は
。

　
保
健
所
長
　
不
妊
・
去
勢
手
術

を
行
う
際
に
、
複
数
の
動
物
病
院

で
受
け
さ
せ
た
い
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、
２３
年
１２
月
か
ら
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

　
榎
本
副
市
長
　
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
町
内
会
・
自
治
会
や
地
域
団

体
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
協
働
に

よ
る
実
施
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

移
動
販
売
に
よ
る
交
流
機

会
の
創
出
や
見
守
り
の
充
実
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
き
ま
す
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
買
物
を
通
じ
て

販
売
員
や
近
隣
住
民
と
の
交
流
が

生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
事

業
者
が
可
能
な
範
囲
で
見
守
り
に

協
力
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

国
際
工
芸
美
術
館 

計
画
は
見
直
し
を

移
動
販
売
で
地
域 

交
流
や
見
守
り
を

　
戸
塚
正
人（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
全
庁
的

に
検
討
を
す
れ
ば
実
施
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。
全
庁
組
織
で
検
討

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
第
２
期
小
山

田
地
区
等
は
、
庁
内
横
断
的
に
検

討
を
行
う
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
８
月
に
立
ち
上
げ
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
中
で
ス
ク
ー
ル

バ
ス
な
ど
の
活
用
可
能
性
に
つ
い

て
、
関
係
者
の
意
見
を
伺
い
、
比

較
検
討
を
行
う
予
定
で
す
。
検
討

結
果
を
踏
ま
え
、
市
内
全
域
で
の

在
り
方
も
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

公
共
施
設
再
編
計
画
は
総

務
省
か
ら
の
通
達
で
求
め
ら
れ
た

も
の
だ
。
国
に
対
し
補
助
制
度
を

整
備
す
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か

け
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
施
設
の
老
朽
化
、
そ
れ

ぞ
れ
に
対
応
し
、
こ
れ
か
ら
や
る

事
業
、
お
話
が
あ
り
ま
し
た
と
お

り
、
全
国
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で

あ
り
ま
す
の
で
市
と
し
て
は
国
へ

の
要
望
を
引
き
続
き
や
っ
て
い
く
。

全
庁
的
な
ス
ク
ー 

ル
バ
ス
の
検
討
を

　
若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

公
園
利
用
に
お
け
る
申
請

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
柔
軟
に
対

応
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
市
に
書

類
を
持
ち
込
ま
れ
た
方
に
つ
い
て

も
一
旦
受
け
取
り
、
指
定
管
理
者

へ
送
付
す
る
な
ど
、
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
よ
う
、
指
定
管
理
者
と

市
民
目
線
で
課
題
を
共
有
し
、
柔

軟
な
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
市
役
所
の
働
き
方
に

関
す
る
人
事
制
度
の
取
組
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
時
差
勤
務
制
度

や
テ
レ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
、
子
育

て
部
分
休
暇
な
ど
を
他
市
に
先
駆

け
て
導
入
し
ま
し
た
。

　
問　

市
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
「
Ａ

Ｉ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
の
市
民
利
用

の
実
績
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
７
月
２５
日
に
公

開
し
、
８
月
２１
日
ま
で
の
約
１
か

月
の
間
に
４
０
０
０
件
ほ
ど
、
１

日
当
た
り
に
し
ま
す
と
約
１
５
０

回
、
大
変
多
く
の
ご
利
用
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
園
利
用
の
申
請 

手
続
に
つ
い
て

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　
問　

被
災
時
に
お
け
る
公
衆
衛

生
確
保
の
た
め
東
京
都
公
衆
浴
場

業
生
活
衛
生
同
業
組
合
と
災
害
時

応
援
協
定
を
締
結
す
べ
き
で
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
協
定
に
つ
い

て
は
、
他
市
事
例
な
ど
調
査
を
す

る
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

洗
髪
や
入
浴
な
ど
に
つ
い
て
は
様

々
な
手
法
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

糖
尿
病
治
療
歴
の
あ
る
糖

尿
病
治
療
中
断
者
の
受
診
勧
奨
を

早
急
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問　
「
街
路
樹
更
新
計
画
」
で

は
、
樹
冠
被
覆
率
拡
大
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
の
街
路
樹
の
役
割
を
問
う
。

　
道
路
部
長
　
大
気
中
の
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
す
る
環
境
保
全
機
能

と
樹
冠
が
木
陰
を
形
成
し
寒
暖
や

乾
湿
な
ど
の
変
化
を
緩
和
す
る
緑

陰
形
成
機
能
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
問　

町
田
三
中
・
山
崎
中
統
合

新
設
校
を
本
町
田
小
学
校
用
地
に

つ
く
る
こ
と
は
、
運
動
場
確
保
等

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
２
回
目

は
９
月
に
行
う
予
定
で
今
後
も
速

や
か
に
勧
奨
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
し
た
方
に
都
に
て
９
月
４
日
に

通
知
を
発
送
し
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　
問　

入
札
参
加
を
し
て
い
な
く

と
も
履
行
実
績
が
あ
れ
ば
入
札
参

加
資
格
者
と
み
な
し
て
い
い
の
か
。

　
財
務
部
長
　
応
札
が
何
者
あ
っ

た
か
は
結
果
で
あ
っ
て
、
公
告
段

階
で
参
加
事
業
者
が
実
際
に
何
者

あ
る
の
か
が
判
断
す
る
材
料
で
す
。

に
問
題
が
あ
る
が
、
理
由
を
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
審
議
会
に
お

け
る
選
定
に
当
た
り
、
評
価
項
目

と
し
た
生
徒
の
通
学
の
し
や
す
さ

と
ゆ
と
り
あ
る
学
校
施
設
環
境
の

整
備
に
沿
っ
て
検
討
を
行
い
、
い

ず
れ
も
１
位
で
あ
っ
た
本
町
田
小

学
校
用
地
を
候
補
地
と
し
ま
し
た
。

　
問　

公
社
森
野
住
宅
住
民
が
住

み
続
け
ら
れ
る
方
策
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
引
き
続
き
、

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
に
丁
寧
な
対
応
を
行

う
こ
と
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

公
衆
浴
場
の
有
用 

性
／
糖
尿
病
治
療

豊
か
な
街
路
樹
で 

地
球
温
暖
化
対
策

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　
問　
「
さ
る
び
あ
図
書
館
と
中

央
図
書
館
の
集
約
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
会
」
で
参
加
者
か
ら
ど
の

よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
地
域
の
未
来

世
代
に
手
渡
し
た
い
図
書
館
や
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
姿
に
つ
い
て
で
は
、

多
世
代
交
流
が
で
き
る
と
よ
い
な

ど
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
問　

採
択
さ
れ
た
請
願
に
基
づ

き
、
地
域
に
身
近
な
図
書
館
の
存

続
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
地
域
の
皆
様

と
の
対
話
を
継
続
し
な
が
ら
、
集

約
方
法
の
検
討
を
進
め
た
い
。

　
問　

学
校
統
廃
合
に
お
い
て
、

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
の
実
施
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
２５
年
２
月
か

ら
３
月
に
職
員
に
よ
る
新
た
な
学

校
づ
く
り
出
張
授
業
と
い
う
形
で
、

意
見
を
表
明
で
き
る
場
を
試
行
し

ま
す
。
例
え
ば
、
授
業
の
中
の
一

つ
の
方
法
と
し
て
、
終
わ
っ
て
か

ら
の
感
想
を
集
め
る
と
か
は
考
え

て
い
き
た
い
。

さ
る
び
あ
図
書
館 

／
学
校
統
廃
合

　
小
野
り
ゅ
う
じ（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

駅
舎
と
自
由
通
路
の
外
壁

材
や
色
の
統
一
感
が
損
な
わ
れ
た

状
態
を
復
旧
で
き
る
よ
う
、
相
原

町
の
方
の
意
見
を
考
慮
し
、
Ｊ
Ｒ

と
協
議
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
道
路
部
長
　
修
繕
を
行
う
際
、

ど
の
よ
う
な
材
料
、
色
に
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
か
、
地
元
の
方
々

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
安
全

性
、
経
済
性
、
施
工
性
な
ど
を
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
情
報
共
有
し
な
が
ら

協
議
し
て
い
き
ま
す
。
駅
舎
の
色

に
つ
い
て
も
地
元
の
ご
意
見
を
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
問　

道
路
標
識
や
信
号
機
が
越

境
し
た
樹
木
に
よ
り
見
え
な
く
な

っ
て
い
る
場
合
、
迅
速
に
対
応
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
道
路
部
長
　
よ
り
速
や
か
に
対

応
で
き
る
方
策
を
引
き
続
き
研
究

し
て
い
く
と
と
も
に
、
土
地
所
有

者
な
ど
に
対
し
て
責
任
を
持
っ
て

樹
木
を
管
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

罰
則
の
適
用
も
あ
り
得
る
こ
と
も

含
め
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

相
原
駅
／
越
境
す 

る
樹
木
の
剪
定

用語の解説 本文中の青文字の解説です

　
新
井
よ
し
な
お
（
無
所
属
）

　
問　

公
園
遊
び
の
邪
魔
に
な
る

工
事
は
し
な
い
、
版
画
館
横
の
ケ

ヤ
キ
は
伐
採
し
な
い
と
住
民
に
説

明
し
て
い
る
が
下
段
の
工
事
の
可

能
性
が
あ
る
の
は
違
う
の
で
は
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
Ｖ
Ｅ
提
案
に

て
得
た
も
の
で
、
利
用
者
の
動
線

確
保
、
沿
道
の
住
民
へ
の
影
響
も

あ
り
、
施
工
者
と
慎
重
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

先
に
市
民
の
意
見
を
聞
き

そ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
計
画
を
進

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

民
間
事
業
者
と
移
動
販
売

の
連
携
協
定
の
締
結
に
至
っ
た
経

緯
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

　
榎
本
副
市
長
　
活
動
経
費
の
補

助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
担
い

手
不
足
等
の
課
題
が
あ
り
、
全
域

で
の
展
開
は
容
易
で
は
な
い
状
況

で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
提
案
を

受
け
、
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
問　

買
物
が
不
便
な
地
域
や
地

元
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、
協
働
し
て
い
き
ま
す
か
。

続
柄
／
内
部
告
発 

／
障
が
い
者
入
浴

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係

の
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
続
柄
に
「
夫

（
未
届
）」
「
妻
（
未
届
）」
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

　
市
民
部
長
　
今
ま
で
ど
お
り
、

事
務
処
理
要
領
に
基
づ
い
て
記
載

を
行
い
、
選
択
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

職
員
か
ら
公
益
通
報
や
内

部
告
発
が
あ
っ
た
場
合
に
は
ど
の

よ
う
な
対
応
が
と
ら
れ
る
の
か
。

　
総
務
部
長
　
規
則
に
て
通
報
者

の
保
護
を
図
っ
て
い
ま
す
。
外
部

の
弁
護
士
に
公
益
通
報
監
察
員
を

委
嘱
し
て
い
ま
す
。
職
員
が
一
定

の
通
報
や
告
発
を
行
う
場
合
、
職

員
課
が
窓
口
と
な
り
、
監
察
員
が

調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
問　

重
度
身
体
障
が
い
者
訪
問

入
浴
事
業
に
つ
い
て
前
回
の
質
問

後
事
業
内
容
に
変
更
は
あ
っ
た
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
利
用
回
数
の

上
限
の
見
直
し
を
行
い
、
月
４
回

に
変
更
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

市民向けサービス「AI ナビゲーター」
のイメージ

◎ＨＰＶ� 【２面】
　ヒトパピローマウイルスの略称であり、子宮頸が
んをはじめ、肛門がん、膣がんなどのがんや、尖圭
コンジローマ等、多くの病気の発生に関わっている
ウイルスのこと。
◎地域包括ケアシステム� 【３面】
　高齢者が介護の必要な状態になっても住み慣れた
地域で暮らし続けることができるように、地域で支
える体制のこと。
◎ ＩＣＴ� 【３面】
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｙ の略称であり、コンピュータやインターネットな
どの情報コミュニケーション技術のこと。
◎パートナーシップ関係� 【４面】
　双方又はいずれか一方が性的マイノリティであり、
互いを人生のパートナーとして、相互の人権を尊重
し、日常の生活において継続的に協力し合うことを
約束した二者間の関係のこと。
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和６年（２０２4年）10月３０日

★令和６年（２０２４年）第３回定例会議案審議結果一覧表� ※木目田英男議員は議長のため、可否同数の場合に議長裁決により議決します。
○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 まちだ市民クラブ 公明党 自由民主党 日本共産党 選ばれる町田をつくる会 無所属 諸派

議決
月日議案 

番号 議　　案　　名 議決 
結果

戸
塚
正
人

渡
辺
さ
と
し

小
野
り
ゅ
う
じ

笹
倉
み
ど
り

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

東　
友
美

今
村
る
か

お
ん
じ
ょ
う
由
久

小
野
寺
ま
な
ぶ

村
松
と
し
た
か

松
葉
ひ
ろ
み

山
下
て
つ
や

お
く
栄
一

石
川
好
忠

加
藤
真
彦

三
遊
亭
ら
ん
丈

藤
田　
学

佐
藤
伸
一
郎

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

若
林
章
喜

木
目
田
英
男（
議
長
）

白
川
哲
也

い
わ
せ
和
子

松
岡
み
ゆ
き

新
井
よ
し
な
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★　市　長　提　出　議　案
第６６号 令和６年度（２０２４年度）町田市一般会計補正予算（第２号） 可　決 

（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○

議
長

○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × ８月２７日

第６７号 令和６年度（２０２４年度）町田市一般会計補正予算（第３号） 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第６８号 令和６年度（２０２４年度）町田市国民健康保険事業会計補正予算
（第１号）

可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第６９号 令和６年度（２０２４年度）町田市介護保険事業会計補正予算（第１
号）

可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７０号 令和６年度（２０２４年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正予
算（第１号）

可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７１号 令和６年度（２０２４年度）町田市鶴川駅南土地区画整理事業会計
補正予算（第１号）

可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７２号 令和６年度（２０２４年度）町田市下水道事業会計補正予算（第１号） 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７３号 令和６年度（２０２４年度）町田市病院事業会計補正予算（第１号） 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７４号 町田市個人番号及び特定個人情報の利用等に関する条例の一部
を改正する条例

可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７５号 町田市高校生等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する
条例

可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７６号 町田市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改
正する条例

可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７７号 町田市下水道条例の一部を改正する条例 可　決 
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７８号 町田市中学校給食センター条例 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７９号 町田市立図書館条例の一部を改正する条例 可　決 
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８０号 相模原市と町田市との間における証明書の交付等の事務委託の
廃止に関する協議について

可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８１号 消防ポンプ自動車購入 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８月２７日

第８２号 児童生徒用タブレット端末購入 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８月２７日

第８３号 学校用ノート型パソコン購入 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８月２７日

第８４号 鶴川中学校中規模改修機械設備工事 Ⅰ期請負契約 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８５号 生涯学習センター機械設備改修工事請負契約 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８６号 町田第一中学校体育館・プール棟給排水衛生設備改修工事請負
契約

可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８７号 土地の買入れについて 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８月２７日

第８８号 市道路線の認定について 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８９号 市道路線の廃止について 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９０号 町田市美術工芸館の指定管理者の指定について 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９１号 三輪子どもクラブの指定管理者の指定について 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９２号 木曽学童保育クラブ外１１施設の指定管理者の指定について 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９３号 大戸のびっ子学童保育クラブの指定管理者の指定について 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９４号 小山中央学童保育クラブの指定管理者の指定について 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９５号 南つくし野学童保育クラブの指定管理者の指定について 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９６号 山崎学童保育クラブの指定管理者の指定について 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９７号 町田市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可　決 
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９８号 堺市民センター改修工事請負契約 可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９９号 （仮称）町田市中学校給食センター整備・運営事業契約の変更契
約

可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第１００号 本町田地区・南成瀬地区小学校整備等ＰＦＩ事業契約 可　決 
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × ９月３０日

報告第１０号 令和６年度（２０２４年度）町田市一般会計補正予算（専決第１号）の
専決処分の承認を求めることについて

承　認 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８月２７日

認定第１号 令和５年度（２０２３年度）町田市一般会計・特別会計歳入歳出決算
認定について

認　定 
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

認定第２号 令和５年度（２０２３年度）町田市下水道事業会計決算認定につい
て

認　定 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

認定第３号 令和５年度（２０２３年度）町田市病院事業会計決算認定について 認　定 
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

★　議　員　提　出　議　案　 
第２４号 在日米軍人・軍属による性的暴行事件の再発防止、及び関係自治

体への迅速な情報の周知徹底を求める意見書
可　決 

（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × 議
長 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ９月３０日

第２５号 公立小中学校で使用されるタブレット端末の整備・更新におけ
る市区町村の財政的・事務的負担の軽減を求める意見書

否　決 
[※議長裁決] ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ × × ○ ９月３０日

第２６号 「校内別室指導支援員配置事業」の補助金の継続・拡充を求める
意見書

可　決 
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ×

議
長

× × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ９月３０日

第２７号 米不足と価格高騰への緊急対策を求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ９月３０日

第２９号 自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める
意見書

可　決 
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

★　請　願 
第１４号 心身障がい者に対するタクシー運賃補助を町田市の事業とする

請願
採　択 

（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第１５号
本町田地区・南成瀬地区小学校の統廃合計画の「要求水準書」に
おいて心身の発達を大切にして校舎面積と同様に「運動場の面
積」も「小学校設置基準」（文部科学省令）を充たす努力を求める
請願

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ９月３０日

第１６号
国に対し『健康保険の資格確認書の交付を「当分の間」との制限
をせず、今後も継続し、申請しなくても発行を求める意見書』の
提出を求める請願

不採択 × ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × × × ○ ９月６日

第１７号 加齢性難聴者の補聴器購入の助成を早期に求める請願 継続審査 ９月３０日

第１８号 子どもたちが学校統廃合に臨めるようになるまでＰＦＩ契約の延
期を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × 議

長 × × ○ ○ ○ × × × × ○ ９月３０日

継続審査となりました。
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● まちだ福祉○
まる
ごとサポートセンターにおいてこれまで行政に関わっていなかった方に

もアプローチを行い、困りごと相談につなげていくよう努められたい。
● 地域活動支援センター「まちプラ」については、設置箇所の拡充も含め、さらなる利
用者増のため、検討されたい。

● 重度身体障がい者訪問入浴事業において、夏季の利用回数を増やすよう努められたい。
● シルバーピアについては、高齢者住宅管理事業という目的を再認識し、事業における課
題解決は、入居者内に孤立するのではなく、町田安心して暮らせるまちづくりプロジ
ェクトにつなげるなどして、本来の事業目的である単身の高齢者や高齢者のみの世帯
が、住み慣れた地域で安心して居住できる環境の提供により努められたい。

● 自立支援の学習塾への補助については、必要とする世帯が多いことが予想されるため、
対象者への周知の方法や利用のしやすさに課題がないか、不用額となった原因を研
究したうえで利用の促進に努められたい。

● 生活援護費の就労準備支援事業については、拠点の拡大とともに若者支援が必要と考
える。庁内連携はもとより、より多くの人に情報が届くよう周知の仕方について検
討されたい。

● 子宮頸がん検診の20代の受診率が低い。若い世代への周知活動として、和光大学での
取組を市内の他大学にも広げるよう検討されたい。

● 外国人妊婦へ母子手帳を渡す際には、出産、育児に関する支援制度や日本の教育制度
等の情報提供（英語だけでなく）の充実に努められたい。

● 国保税滞納者に対しては丁寧な分納相談、他部署と連携して生活再建の支援につなげ
るよう努められたい。

● 認知症サポーターで地域活動の情報提供を希望し、登録している人が地域活動につな
がっていく取組を推進されたい。

【認定第３号】
● 内視鏡手術支援ロボット（ダヴィンチ）の導入等により、高度な医療サービスを提供
することは、患者の治療・回復、満足度などに効果が現れている。さらに、副次的
効果として、医師、看護師の確保、収益改善など病院経営改善にも貢献している。
今後も積極的に生かされたい。

● 保育室においては、入院患者の子どもや兄弟姉妹が利用できるなど、柔軟な対応に努
められたい。

● 市長への手紙については、他自治体の状況を参考にして、内容の公開を今以上に進め
るとともに、傾向分析についてはジェネレーティブＡＩを活用し偏りなく効率的に
行い政策立案の参考にされたい。

● 会計課の資金の運用に関して、金利の動向を注視しながら、より安定した収益が見込
める債券の保持を図られたい。

● 行政財産に設置されている売店と自販機について、社会福祉法・母子父子寡婦福祉法
の趣旨に則り、特に指定管理者には法の趣旨を理解していただき推進されたい。

● 次世代自動車導入が年間ゼロとならぬようリースのみでなく様々な方法を検討し推進
されたい。

● いじめ問題調査委員会の答申で指摘のあった内容については、市長部局に関わる部分
だけでなく学校教育部に関わる部分についても、政策経営部においてその指摘の内
容の改善状況を確認し、庁内一体となって連携の上、課題解決に努められたい。

● 障がいのある方や高齢者の投票における配慮への理解を進めるため、市の取組につい
て広く周知啓発に努められたい。

● 公開したオープンデータファイルの件数を増やすとともに、市民のオープンデータの利
活用への理解が進むよう具体的な事例についても積極的な情報発信に努められたい。

● 町田市勤労者福祉サービスセンターについては加入事業所数の増加に努め、商工会議
所をはじめとした他団体との連携など外部との積極的な情報交換を行い、ニーズの
掘り起こしも行うよう検討されたい。

● 市街化調整区域内の遊休農地に関して、農業の発展拡大に寄与する観点から必要な整
備が拡充するように図られたい。

● 物価高騰の影響を受けた事業者への負担軽減支援について、中長期的な取組も検討さ
れたい。

● 中心市街地歩行者通行量の目標設定に関しては、一律に長期目標を毎年固定して設定
しているが、現実に即して中期的な目標数値を具体化して設定し、現状の政策課題
に反映されるように改善を図られたい。

● 消防団の魅力向上の手段として、活動に役立つ資格取得の補助の充実を検討されたい。
● 消防団については、実際に支援が必要な際に対応ができるかという視点を大切にして、
団員の確保に努められたい。

● 消防少年団との協働に努められたい。

決算審査（健康福祉）
認定すべきもの と決定

決算審査（総務）
認定すべきもの と決定

など計５４件の意見を附帯決議として付しました。など計５４件の意見を附帯決議として付しました。

歳入合計
約1,864億円

歳入合計額
186,474,798,074円

令和５年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

その他
27,943,008,581円（15.0%）
その他
27,943,008,581円（15.0%）

繰入金
7,332,448,447円（3.9%）
繰入金
7,332,448,447円（3.9%）

市債
3,614,000,000円
（1.9%）

市債
3,614,000,000円
（1.9%）

地方消費税交付金
10,046,370,000円（5.4%）
地方消費税交付金
10,046,370,000円（5.4%）

都支出金
25,420,683,972円
（13.6%）

都支出金
25,420,683,972円
（13.6%）

国庫支出金
40,717,450,914円
（21.9%）

国庫支出金
40,717,450,914円
（21.9%）

市税
71,400,836,160円（38.3%）
市税
71,400,836,160円（38.3%）

歳出合計
約1,797億円

歳出合計額
179,721,689,418円

令和５年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

民生費
94,781,198,169円
（52.7%）

民生費
94,781,198,169円
（52.7%）

議会費 646,691,251円
労働費 36,612,264円
農林費 387,335,075円
商工費 1,611,175,082円

その他
2,681,813,672円（1.5%）

総務費
24,072,009,513円（13.4%）

衛生費
19,552,015,083円
（10.9%）

教育費
13,112,851,978円
（7.3%）

土木費
13,003,660,971円
（7.2%）

公債費
7,733,564,655円
（4.3%）

消防費
4,784,575,377円（2.7%）

詳細は、町田市ホーム
ページ内「町田市の決
算書」のページをご覧
ください。

を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
堺
市
民
セ
ン
タ
ー
長
　
現
段
階

と
し
て
は
、
駐
車
場
は
別
途
用
意

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

思
い
や
り
駐
車
場
と
障
が
い
者
用

の
駐
車
場
が
２
台
確
保
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
は
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ほ
か
に
体
が
不
自

由
な
方
が
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い

っ
た
方
用
に
何
台
か
は
用
意
し
た

い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

基
本
的
に
一
般
の
利
用
は
、
目
の

前
に
バ
ス
停
も
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
等
で
来
て
い
た
だ

く
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
委
員
　
履
行
期
限
は
25
年
11
月

７
日
ま
で
と
あ
る
が
、
こ
の
期
限

に
終
わ
ら
な
い
よ
う
な
場
合
、
周

知
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
る
の
か
。

　
堺
市
民
セ
ン
タ
ー
長
　
工
期
が

延
び
た
場
合
、
登
録
し
て
あ
る
団

体
等
に
は
通
知
等
を
行
い
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
か
を
使
い
な
が
ら
周

知
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
障
が
い
福
祉
課
担
当
課
長
　
対

象
者
の
制
限
の
方
法
は
主
に
２
つ

あ
り
、
１
点
目
が
障
害
者
手
帳
に

お
け
る
総
合
等
級
を
基
に
対
象
者

を
制
限
す
る
等
級
制
限
が
あ
り
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
町
田
市
を
除
く

全
て
の
実
施
団
体
に
お
い
て
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
も
う
１
点
が
、

所
得
が
一
定
額
を
超
過
し
た
方
に

つ
い
て
は
助
成
を
し
な
い
と
い
う

制
限
で
、
20
市
実
施
し
て
い
る
う

ち
14
市
が
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
　
タ
ク
シ
ー
運
賃
補
助
の

実
施
方
法
と
多
摩
26
市
の
状
況
は
。

　
障
が
い
福
祉
課
担
当
課
長
　
実

施
方
法
に
つ
い
て
、
タ
ク
シ
ー
券

の
方
式
で
実
施
し
て
い
る
の
が
13

市
、
タ
ク
シ
ー
に
限
定
し
た
償
還

払
い
の
方
式
で
実
施
し
て
い
る
の

が
７
市
、
タ
ク
シ
ー
以
外
の
公
共

交
通
も
含
め
た
償
還
払
い
は
、
町

田
市
を
含
め
２
市
と
な
っ
て
い
ま

す
。
手
当
の
方
式
で
実
施
し
て
い

る
の
が
３
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
　
全
施
設
が
工
事
期
間
全

体
で
、
駐
車
場
を
含
め
て
使
え
な

い
と
い
う
こ
と
か
。

　
営
繕
課
長
　
施
設
は
利
用
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
１
階
、
２
階

と
か
ス
ペ
ー
ス
を
変
え
な
が
ら
工

事
手
順
を
考
え
て
い
ま
し
て
、
施

設
を
休
館
し
て
進
め
る
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
委
員
　
奥
の
ほ
う
の
駐
車
場
が

あ
る
の
で
、
そ
の
あ
た
り
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
堺
市
民
セ
ン
タ
ー
長
　
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
工
事
車
両
と
か
ク

レ
ー
ン
車
だ
と
か
が
入
り
ま
す
の

で
、
一
応
利
用
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
　
実
際
は
堺
地
区
の
方
の

場
合
は
、
交
通
手
段
上
は
車
で
来

な
い
と
難
し
い
人
た
ち
が
多
い
の

で
は
な
い
か
。
ど
こ
か
別
の
場
所

　
委
員
　
近
隣
自
治
体
の
補
助
制

度
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
障
が
い
福
祉
課
担
当
課
長
　
多

摩
26
市
の
補
助
事
業
の
実
施
状
況

で
す
が
、
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
補
助

を
実
施
し
て
い
る
団
体
、
請
願
に

あ
り
ま
し
た
よ
う
に
用
途
を
限
定

し
な
い
方
式
で
実
施
し
て
い
る
団

体
が
23
団
体
、
町
田
市
を
含
め
て

通
院
等
に
用
途
を
限
定
し
て
い
る

市
が
２
団
体
、
実
施
し
て
い
な
い

団
体
が
１
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
　
請
願
の
要
旨
に
外
出
困

難
な
場
合
の
事
例
と
し
て
、
「
特

に
、
肢
体
障
が
い
者
の
な
か
で
も

歩
行
が
困
難
な
方
や
、
視
覚
障
害

者
に
支
援
者
が
い
な
い
と
き
等
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
多
摩
26

市
に
お
い
て
、
対
象
者
の
制
限
を

設
け
て
い
る
団
体
は
あ
る
の
か
。

９月９日・１０日・１７日
に議案４件、認定１件
の審査を行いました。

９月９日・１０日・１７日に議
案７件、認定２件、請願２
件の審査を行いました。 総　務健康福祉

審査から 令和５年度 決算を審査
　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審査の結
果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。

堺
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

請
負
契
約

心
身
障
が
い
者
に
対
す
る
タ

ク
シ
ー
運
賃
補
助
を
町
田
市

の
事
業
と
す
る
請
願
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第17期町田市議会改革調査特別委員会を開催
　８月20日、９月26日に開催され、以下の付議事件について審査が行わ
れました。
付議事件
①議員の調査活動等に関する事項
②議会の権能・機能強化に関する事項
③議会の情報提供に関する事項

の調査・検討

～常任委員会の活動状況～
　町田市議会では、常任委員会の活動として、市内の各種団体の皆さんと懇談会を開催し、
市民と議会の意見を交換する場としています。懇談会で出された意見については、議会活動
に反映させていただきます。10月までに開催した懇談会は次のとおりです。
日付 団体名 内容 対応した常任委員会

9月26日 町田市障がい者福祉懇談会 投票支援カードや災害時の
個別避難計画について　等 総務

第
74
号
議
案
　
町
田
市
個
人

番
号
及
び
特
定
個
人
情
報
の

利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

生
活
保
護
法
及
び
児
童
手
当
法

の
改
正
に
伴
い
、
関
係
す
る
規
定

を
整
理
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

第
75
号
議
案
　
町
田
市
高
校

生
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
高
校
生
等
の
医
療
費
の
助
成

に
お
け
る
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

第
76
号
議
案
　
町
田
市
廃
棄

物
の
処
理
及
び
再
利
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
廃

棄
物
の
排
出
に
使
用
す
る
指
定
収

集
袋
の
種
類
を
追
加
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
78
号
議
案
　
町
田
市
中
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例

　

町
田
市
内
３
か
所
に
中
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
制
定
す
る
も
の
で

す
。第

81
号
議
案
　
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
購
入

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
計

画
に
基
づ
き
、
使
用
期
限
が
経
過

し
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
買
い

替
え
る
た
め
、
物
品
供
給
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

● 大型生ごみ処理機については維持できるよう対策を講じられたい。 
● 指定喫煙所に寄せられている市民からの苦情に応えるため、新たな受動喫煙対策を

速やかに実現されたい。
● 資源とごみの収集量は漸減傾向にあるが、なお一層ごみの収集量を減少させるべく

努められたい。
● ふれあい収集についてはケアマネだけでなく、対象者の家族も含めた幅広い市民に

対する周知に努められたい。
● バイオエネルギーセンターでのリチウムイオン電池による火災対策のため、除去の

機械化のほか、脱着型電池パックの啓発活動強化や集積所回収なども検討されたい。
● みちづくり・まちづくりパートナー事業（小野路）の早期整備に努められたい。
● 道路通報システムが活用され、道路通報件数が増加する中で、市民への対応をより

効率的に行えるよう検討されたい。
● 放置自転車の減少による放置自転車等対策業務委託の費用対効果の状況を鑑み、今

後のあり方を検討されたい。
● 街路樹や草刈りの包括的民間委託にあたっては、市職員のスキルが失われないよう

民間委託の範囲について十分に配慮されたい。
● 「町田市街路樹更新計画」の内容について、広報まちだ等での市民への周知を行う

こと。また、対象路線の関係市民に対する丁寧な説明や意見交換をされたい。 
● 相原駅東口まちづくりについては、民間資本の導入等を含め様々な手法を検討し、

民間の土地と駅前交通広場等の公共施設の土地利用が一体的に図れるよう、連携
して進められたい。

● 「町田駅周辺開発推進計画」Ｄ地区については、森野住宅住民への説明会をＪＫＫ
東京と連携し、適時行われたい。

● 野津田公園スケートパーク「基本設計」の内容について、近隣住民や関係市民への
説明会を適時行い、理解と合意が得られるよう努力されたい。

● 近年の異常気象を考慮した調整池及び水路の管理計画の検討を図られたい。
● 下水道の点検調査の計画を明確にして推進されたい。

【認定第２号】
● 市民に負担を強いることなく、経費回収率を100％以上に高めるなど健全な財政運

営に努められたい。

決算審査（建設）
認定すべきものと決定

● 国際版画美術館費の収入目標を達成するよう努力されたい。
● 市民センター、コミュニティセンターの会議室が空いている場合は、クーリングシ

ェルターの拡充などで一般開放を日中も行うなど、施設を有効に活用されたい。
● 一時保育の実施園としつつも、実際の実施回数が０回等、極端に少ない園には事情

を確認し、受け入れが実際には困難なのであれば実施園として公開しないよう、
利用者目線での情報公開を進められたい。

● 病児・病後児保育は、要望者の利便性向上のため引き続き事業の周知を図り、進め
る上で医師会とも連携を強化されたい。

● 地域子育て相談センターにおけるマイ保育園事業は、事業の意義を保護者に周知し、
保護者同士の子育てに関する情報共有・意見交換の場としての利用拡大に努めら
れたい。

● 学校再編に伴う、学童保育クラブの対応について、関係者との意見交換・情報共有
を積極的に行い進められたい。また、学校再編等により大規模化する学童保育ク
ラブに対し、施設改修や分散化等も含め対応をされたい。

● 消費生活相談事業においては、高齢者支援センター並びに関連施設との連携をさら
に進めるとともに、警察などとの連携も検討されたい。

● 新たな学校づくりの今後の学校統合等に向けて、通学路の安全対策及び通学区域の
最適化については、地域の実情に合わせての強化や、早期的な取組に努められたい。

● hyper-ＱＵについて、幅広い学年での活用と、児童生徒の声が届きやすい仕組みを
検討し、いじめや不登校への対策ツールを導入する等、わかりやすく活用されたい。

● 中学校教育支援センター事業においては、くすのき教室の在籍生徒の需要拡大の現
状においても、子どもの学びの機会の確保のため、最新の児童生徒の状況を踏まえ、
適切な教室配置に取り組まれたい。

● 外国人児童数・生徒数が急激に増えている。児童・生徒の不安等を取り除く体制を
築かれたい。

● 新たな学校づくり推進計画について、今後も児童生徒・保護者・地域へのご意見を
伺う機会や意見表明機会を設けられたい。

● 「ことばらんどショートショートコンクール」の出張授業を増やし、26市唯一の文
学館をアピールされたい。

● 「室内プール・温浴施設」、「バイオエネルギーセンター」、「忠生スポーツ公園」に
ついては、引き続き、地域住民・団体・組織の声を聞いて柔軟に連携されたい。

決算審査（文教社会）
認定すべきものと決定

　など計９８件の意見を附帯決議として付しました。など計３６件の意見を附帯決議として付しました。

　
委
員　
今
は
横
浜
線
以
南
の
み

で
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用

の
回
収
を
や
っ
て
い
る
が
、
26
年

４
月
か
ら
全
市
的
に
や
る
か
ら
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
条
例
を
出
し

た
の
か
。

　
環
境
政
策
課
長　
そ
の
と
お
り

で
す
。

　
委
員　
一
刻
も
早
く
小
袋
が
欲

し
い
と
い
う
要
望
は
そ
ん
な
に
は

な
い
か
。

　
環
境
政
策
課
長　
要
望
は
、
16

年
の
南
地
区
で
や
っ
た
当
初
か
ら

も
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
大
き
く
変
え
る
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ

で
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
委
員　
小
さ
な
袋
の
利
用
者
を

ど
の
ぐ
ら
い
見
込
ん
で
い
る
か
。

　
環
境
政
策
課
長　
割
合
と
し
て

想
定
は
で
き
て
い
な
く
て
、
他
市

の
状
況
か
ら
大
体
27
％
ぐ
ら
い
が

小
袋
を
使
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
デ
ー
タ
の
下
に
考
え
て
い
ま
す
。

町
田
市
立
図
書
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

～
鶴
川
図
書
館
に
お
け
る
図

書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
向

け
た
取
組
状
況
に
つ
い
て
を

一
括
で
～

　
委
員　
図
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
こ
と

で
、
図
書
館
を
残
し
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
思
い
は
、
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
図
書
館
担
当
課
長　
今
後
の
人

口
減
少
と
か
財
政
状
況
を
考
え
ま

す
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
再

編
が
必
要
と
い
う
認
識
で
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の

意
見
を
、
22
年
度
か
ら
２
年
間
か

け
て
意
見
交
換
を
進
め
、
図
書
の

提
供
機
能
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

機
能
を
併
せ
持
つ
図
書
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
に
転
換
し
て
い
く
と
い

う
と
こ
ろ
を
決
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員　
成
瀬
駅
南
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
更
新
事
業
は
翌
年
度
に
ず

れ
込
む
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
経

緯
、
背
景
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
道
路
維
持
課
長　
こ
れ
ま
で
も

世
界
情
勢
等
に
よ
っ
て
半
導
体
と

か
材
料
の
逼
迫
が
言
わ
れ
て
き
て

い
ま
す
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
同

じ
よ
う
に
材
料
の
納
品
の
滞
り
等

が
あ
り
、
納
期
が
１
年
近
く
か
か

る
と
い
う
こ
と
で
、
単
年
度
で
予

定
し
て
い
た
工
事
を
24
年
度
、
25

年
度
の
２
か
年
債
務
に
す
る
と
い

う
変
更
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

町
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

再
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
委
員　
対
象
施
設
等
は
幾
つ
か

あ
る
が
、
市
に
お
い
て
は
、
何
か

所
が
対
象
施
設
に
な
る
の
か
。

　
保
育
・
幼
稚
園
課
長　
す
く
わ

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業
に
関
し

て
、
市
が
対
象
と
し
て
い
る
施
設

の
数
に
つ
い
て
は
43
施
設
で
す
。

市
で
は
、
補
助
対
象
と
な
る
施
設

を
社
会
福
祉
法
人
以
外
が
運
営
す

る
認
可
保
育
所
、
こ
れ
は
公
立
保

育
園
も
含
み
ま
す
。
そ
れ
と
小
規

模
保
育
所
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
、
認
証
保
育
所
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
が

運
営
す
る
認
可
保
育
所
と
幼
稚
園
、

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い

て
は
、
東
京
都
か
ら
の
直
接
補
助

と
な
り
ま
す
。

９月１１日・１２日・１９日
に議案７件、認定２件
の審査を行いました。

８月２７日、９月１１日・１２日・１９日
・３０日に議案１６件、認定１件、
請願２件の審査を行いました。文教社会建　設

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

～
す
く
わ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
推

進
事
業
～

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

～
成
瀬
駅
南
口
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
更
新
事
業
～

委員会の付託された議案等を審査
　町田市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、所管事務調査による行政報告等、
各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。その中から、各常任委員会の主な審査状況をお知らせします。
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◎
９
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：２５３名

月

日

内
　
　
容

８
２７
㊋
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
）

１７

２８
㊌
議
案
説
明
会

１

３０
㊎
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

４

９
２
㊊

本
会
議

２７

３
㊋

９

４
㊌

１４

５
㊍

１６

６
㊎
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

３

９
㊊
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

３０

１０
㊋

１１

１１
㊌
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

３１

１２
㊍

１

１７
㊋
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１９
㊍
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

２６
㊍
第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会

３

３０
㊊
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
）

８６

「
校
内
別
室
指
導
支
援
員
配

置
事
業
」
の
補
助
金
の
継
続

・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

自
動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
等

の
社
会
実
装
に
向
け
た
環
境

整
備
を
求
め
る
意
見
書

在
日
米
軍
人
・
軍
属
に
よ
る

性
的
暴
行
事
件
の
再
発
防
止
、

及
び
関
係
自
治
体
へ
の
迅
速

な
情
報
の
周
知
徹
底
を
求
め

る
意
見
書

～電子書籍版もご覧ください～
「町田市議会だより」は、市議会ホームペー
ジ上で、ＰＤＦ形式もご覧いただけます。
　また、「カタログポケット」、「マチイロ」、
「TAMA ebooks」での電子書籍版を掲載し
ています。右の市議会ホームページ内のリン
クよりご覧ください。 ≪市議会だよりのページ≫

本
会
議
の　

本
会
議
の　

　
質
疑
か
ら

　
質
疑
か
ら

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他

第
７５
号
議
案
　
町
田
市
高
校

生
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

議
員　
目
的
は
。
対
象
と
な
る

人
数
は
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　
２３
年
４
月

か
ら
開
始
し
ま
し
た
町
田
市
高
校

生
等
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、
高

校
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
相
当

の
年
齢
に
当
た
る
子
ど
も
に
か
か

る
医
療
費
の
一
部
を
養
育
し
て
い

る
者
に
対
し
助
成
す
る
も
の
で
す
。

条
例
改
正
に
つ
い
て
、
高
校
生
相

当
年
齢
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
が

医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
支
援
を
さ
ら
に
推
進
し
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
対
象
人
数
は
、
今
回
の

所
得
制
限
撤
廃
に
よ
り
、
全
体
の

割
合
と
し
て
約
３２
％
、
約
３
７
０

０
人
が
新
た
に
対
象
と
な
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
約
８
０

０
０
人
の
高
校
生
等
に
医
療
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
２５
年
４

月
か
ら
は
、
合
計
約
１
万
１
７
０

０
人
が
対
象
と
な
る
見
込
み
で
す
。

第
７６
号
議
案
　
町
田
市
廃
棄

物
の
処
理
及
び
再
利
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

議
員　
容
器
包
装
プ
ラ
の
分
別

の
広
報
の
状
況
と
こ
れ
か
ら
の
予

定
は
。
現
行
、
南
地
区
が
容
器
包

装
プ
ラ
の
分
別
を
行
っ
て
い
る
が
、

１０
Ｌ
袋
の
先
行
使
用
は
あ
る
か
。

　

環
境
資
源
部
長　
容
器
包
装
プ

ラ
の
分
別
の
広
報
の
状
況
と
こ
れ

か
ら
の
予
定
で
す
が
、
環
境
資
源

部
内
に
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、

効
果
的
な
周
知
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
状
況
で
す
。
全
市
域

に
先
行
し
て
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
以

南
地
域
の
皆
様
に
向
け
て
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
分
別
に
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
周
知
啓
発

方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
１０

Ｌ
袋
の
先
行
使
用
で
す
が
、
２６
年

度
か
ら
市
全
域
で
の
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
、
資
源

化
開
始
に
合
わ
せ
て
市
全
域
に
専

用
袋
が
行
き
渡
る
よ
う
、
事
前
に

調
達
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
契

約
に
向
け
て
、
あ
ら
か
じ
め
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｒ
横

浜
線
以
南
地
域
を
含
め
、
各
販
売

店
へ
行
き
届
く
よ
う
準
備
を
行
い
、

市
民
の
方
が
事
前
に
購
入
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
政
務

令
和
５
年
度
政
務

活
動
費
の
収
支
報

活
動
費
の
収
支
報

告
に
つ
い
て

告
に
つ
い
て

令和５年度政務活動費会派別収支報告一覧表第
７
回　
高
校
生
と
町
田

市
議
会
議
員
の
意
見
交
換

会
の
開
催
に
つ
い
て

議員提出議案意見書意見書（要旨）（要旨）
　本定例会では意見書３件を可決し、議長名で関係行政庁へ提出
しました。要旨は次のとおりです。

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
第

２
回
町
田
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
、
請
願
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

避
難
所
と
通
学
路
の
安
全
が

明
確
に
な
る
ま
で
南
成
瀬
小

と
南
第
二
小
の
統
廃
合
計
画

の
延
期
を
求
め
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

教
育
委
員
会
で
は
、
通
学
路
の

安
全
性
に
つ
い
て
、
「
新
た
な
学

校
づ
く
り
基
本
計
画
検
討
会
」
や
、

「
成
瀬
小
学
校
新
た
な
学
校
づ
く

り
基
本
計
画
推
進
協
議
会
」
の
中

で
、
実
際
の
通
学
経
路
を
想
定
し

な
が
ら
議
論
し
、
合
同
安
全
点
検

や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
な

が
ら
、
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
た

う
え
で
通
学
路
案
を
決
定
し
、
必

　

２３
年
１２
月
米
軍
嘉
手
納
基
地
所

属
の
空
軍
兵
に
よ
る
１６
歳
未
満
の

少
女
へ
の
性
的
暴
行
事
件
が
発
生
、

外
務
省
及
び
在
日
米
軍
は
防
衛
省

及
び
関
係
自
治
体
に
通
報
せ
ず
２４

年
６
月
末
に
報
道
に
よ
り
発
覚
。

本
件
以
外
に
も
関
係
自
治
体
に
通

報
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
在
日
米
軍

構
成
員
等
に
よ
る
性
犯
罪
が
複
数

判
明
。
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
た
犯
罪
予
防
・
再
発
防

止
に
努
め
、
被
害
者
救
済
・
補
償
、

住
民
の
安
全
、
被
害
者
の
尊
厳
を

守
る
た
め
に
も
、
９７
年
の
日
米
合

意
に
則
り
遅
滞
な
く
通
報
手
続
が

行
わ
れ
る
よ
う
日
米
合
同
委
員
会

で
協
議
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

全
国
で
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
、

増
え
続
け
て
い
る
が
、
町
田
市
も

例
外
で
は
な
く
、
２３
年
度
は
、
約

２６
％
も
増
え
て
い
る
。
都
教
委
が
、

別
室
で
あ
れ
ば
登
校
で
き
る
生
徒

の
居
場
所
に
対
し
て
、
支
援
員
を

配
置
す
る
補
助
制
度
を
２３
年
度
か

ら
２
年
間
の
事
業
と
し
て
行
っ
た
。

当
市
は
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て

「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

立
ち
上
げ
、
中
学
校
４
校
に
対
し

て
指
導
員
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
た
。
子
ど

も
や
保
護
者
、
学
校
現
場
か
ら
継

続
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
都
に

対
し
て
、
「
校
内
別
室
指
導
支
援

員
配
置
事
業
」
の
補
助
金
の
継
続

と
拡
充
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

東
京
都
知
事
ほ
か
１
件
宛
て

　

高
齢
化
社
会
の
中
で
、
高
齢
者

の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
社
会

問
題
で
あ
り
、
運
転
免
許
の
自
主

返
納
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

公
共
交
通
の
空
白
地
域
な
ど
免
許

返
納
後
の
移
動
の
足
の
確
保
が
、

大
き
な
課
題
で
も
あ
る
た
め
、
以

下
の
取
組
を
政
府
に
強
く
求
め
る
。

　

①
過
疎
地
域
を
包
含
す
る
地
方

公
共
団
体
に
寄
り
添
う
形
で
、
国

の
相
談
窓
口
の
開
設
や
、
専
門
家

の
派
遣
等
の
伴
走
型
の
支
援
体
制

の
整
備
。
②
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム

が
主
体
と
な
っ
て
車
の
操
縦
・
制

御
等
を
行
う
レ
ベ
ル
４
以
上
の
車

両
の
開
発
促
進
と
と
も
に
、
遠
隔

操
作
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
含
め
た

行
政
に
お
け
る
利
活
用
の
仕
組
み

の
検
討
・
環
境
整
備
の
加
速
化
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

要
な
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
安
全

性
は
確
保
で
き
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
避
難
施
設
に
つ
い
て
は
、

都
立
成
瀬
高
校
を
代
替
避
難
施
設

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
し
、
安

全
性
が
確
保
で
き
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
た
も
の
の
、
皆
様
に
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
の
周
知
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
南
成
瀬
小
学
校
と

南
第
二
小
学
校
の
統
合
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
学
校
と
連
携
し
、
「
新

た
な
学
校
づ
く
り
通
信
」
や
学
校

だ
よ
り
な
ど
の
広
報
紙
や
、
説
明

会
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
皆
様
に
ご
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
周
知
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
の
会
派
別
収
支

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
年
で
７
回
目
と
な
る
高
校
生

と
町
田
市
議
会
議
員
の
意
見
交
換

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
内
容　

以
下
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
①
「
魅
力
的
な
町
田

住
み
た
い
町
田
に
す
る
に
は
」

　

テ
ー
マ
②
「
政
治
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
若
者
に
届

く
Ｐ
Ｒ
方
法
と
は
」

※
詳
細
は
町
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請
願
の
処
理
経
過
及
び
結
果
報
告

請
願
の
処
理
経
過
及
び
結
果
報
告

（単位：円）

会派名 まちだ市民 
クラブ 公明党 自由民主党 選ばれる町田

をつくる会 日本共産党 無所属
諸派 

（おぜき重太郎・ 
矢口まゆ）

諸派 
（熊沢あやり）

諸派 
（中川幸太郎）

諸派 
（秋田しづか）

所属議員数 
（令和６年３月３１日時点） ８人 ６人 ５人 ５人 ４人 ３人 ２人 １人 １人 １人

交付月数 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分
収入額（交付額）※ ５，７６０，０００ ４，３２０，０００ ３，６００，０００ ３，６００，０００ ２，８８０，０００ ２，１６０，０００ １，４４０，０００ ７２０，０００ ７２０，０００ ７２０，０００ 

実
支
出
額

人件費 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
調査活動費 １，１３１，８４９ １，７２０，７４６ ５４１，０２８ ４４９，４３２ ０ ３１７，３０３ ７１，７６１ ０ ０ ７３，１４８ 

研修・研究・
会議費 １９３，０５６ ４６，２００ ８，０００ １９，０００ ０ ３１，２２０ ０ ０ ０ ３９６，０００ 

資料作成費 ０ ０ ０ １４０ ０ １，７６０ ０ ０ ０ ０ 
資料購入費 ３８７，１７７ ５０１，１０７ ７５８，００４ ２２４，０７５ １２７，３４４ ２０８，１７１ ０ ０ ０ ４，１８０ 

広報費 ２，７７７，０４４ ３６９，８３２ ２，４６３，５２９ １，９３６，４３９ ２，０９１，７８２ １，０５３，１９１ ６５３，７６２ ０ ６８０，６８０ ７４，１２５ 
通信運搬費 ５１８，８０２ ３８５，０７８ ７５，６７７ ４６２，１６１ ０ ２８７，１４７ ０ ０ ０ ０ 

事務費 ５３１，５５９ ６６０，９８９ １６６，０８２ ２０３，２０８ ４４２，１０８ ３２７，１４３ ０ ０ ０ ３１，３６０ 
合計 ５，５３９，４８７ ３，６８３，９５２ ４，０１２，３２０ ３，２９４，４５５ ２，６６１，２３４ ２，２２５，９３５ ７２５，５２３ ０ ６８０，６８０ ５７８，８１３ 

残余金（返還額） ２２０，５１３ ６３６，０４８ ０ ３０５，５４５ ２１８，７６６ ０ ７１４，４７７ ７２０，０００ ３９，３２０ １４１，１８７ 

※収入額（交付額）は、各月１日（基準日）における会派の所属議員数に、月額６万円を乗じて得た金額の月数分です。

≪意見交換会のページをご覧ください≫
　市議会ホームページに、意見交換会の開
催案内及び実施報告書等を掲載しています。
　また、過去に開催した際のダイジェスト動
画や写真等も公開しています。高校生と市
議会議員の活気ある意見交換の雰囲気をご
覧ください。

≪意見交換会のページ≫
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